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ありがとう。2021年11月
おかげさまで開館20周年 20

規
律・ス
ピ
ー
ド・正
確
性

磨
き
あ
げ
た
技
術
を
披
露

銃剣道競技リハーサル大会
を開催します！

日本のひなた宮崎



銃剣道
銃剣道は、日本の伝統的古武道である槍

そうじゅつ

術の「突き
技」を基調として、明治初期に始まった武道です。

競技では、長さ 166㌢㍍の、カシの木などで作られ
た木

もくじゅう

銃と呼ばれる用具を使用して、相手と「喉」や「胴」
などの有効部位を突き合います。国スポでは、1 チー
ム 3 人の団体戦で行われ、１人 5 分間（延長２分）の 3
本勝負。2 本先取した方が勝者となります。

勝敗を決める「有効な突き」は、充実した気勢・正
しい姿勢で剣筋正しく有効部位を突き、引き抜いた後
に残心（油断のないこと）のある技である必要があり、
これを気・剣・体の一致した技と言います。

銃剣道の目的は、体力強化だけでなく、稽古と試合
を通じて、「知」「情」「意」のバランスのとれた心身の
発達や社会への適応力を育成するといった、人間形成
の点にあります。

令
和
９
年
９
月
～
10
月
に
か
け
て
、
本

県
で「
日
本
の
ひ
な
た
宮
崎
国
ス
ポ
・
障

ス
ポ
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
同
年
９
月
27
日（
月
）
～

29
日（
水
）に
、
町
武
道
体
育
館
で
銃
剣

道（
国
ス
ポ
正
式
競
技
）が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
同
年
４
月
10
日（
土
）に
は
町
ふ

れ
あ
い
中
央
広
場
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

と
し
て「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

（
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
競
技
）が
行

わ
れ
ま
す
。

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
開
催

　

令
和
９
年
の
国
ス
ポ
を
前
に
、
本
年
９

月
６
日（
日
）、
町
武
道
体
育
館
で
「
日
本

の
ひ
な
た
宮
崎
銃
剣
道
競
技
リ
ハ
ー
サ
ル

大
会
」（
以
下
、「
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
」
）を

開
催
。
九
州
各
地
か
ら
銃
剣
道
の
選
手
が

集
ま
り
、
国
ス
ポ
さ
な
が
ら
に
競
技
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

本
特
集
で
は
、
銃
剣
道
の
歴
史
や
ル
ー

ル
な
ど
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
町
内
に

住
む
学
生
の
競
技
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
い
、そ
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

※�「
国
民
体
育
大
会
」（
国
体
）は
、
令
和

６
年
に
開
催
さ
れ
た
佐
賀
大
会
か
ら

「
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」（
国
ス
ポ
）に

改
称
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
９
年

　
　
本
県
で
国
ス
ポ
開
催
！

日本のひなた宮崎 銃剣道競技リハーサル大会

銃剣道銃剣道とはとは

銃
剣
道
競
技
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

日
本
の
ひ
な
た
宮
崎を

開
催
し
ま
す
！

9/6㊐

【参考】
・日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ実行委員会公式サイト（７月６日閲覧）
・公益社団法人全日本銃剣道連盟公式サイト「銃剣道の本旨」（７月７日閲覧）

国スポ開催
に向けて！

国スポ開催
に向けて！
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日本のひなた宮崎 銃剣道競技リハーサル大会

小
学
生
の
時
か
ら
兄
弟
で
銃
剣
道
に

励
ん
で
い
る
、
園そ

の
だ田

龍り
ゅ
う
の
す
け

之
介
さ
ん
と
、
弟

の
壌じ

ょ
う
た
ろ
う

太
郎
さ
ん
。
令
和
３
年
に
発
足
し

た「
都
城
少
年
少
女
銃
剣
道
ク
ラ
ブ
」で
、

日
々
稽
古
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

２
人
の
祖
父
は
、
元
銃
剣
道
競
技
者
。

さ
ら
に
、
父
・
貴た

か
の
り宣
さ
ん
も
元
競
技
者

で
、
高
校
生
の
時
に
は
弟
と
共
に
福
島
国

体
に
出
場
し
た
ほ
ど
の
腕
前
の
持
ち
主
で

す
。
父
や
祖
父
の
影
響
は
も
ち
ろ
ん
、
国

ス
ポ
の
本
県
開
催
が
決
定
し
た
こ
と
が
大

き
な
き
っ
か
け
と
な
り
、
龍
之
介
さ
ん
と

壌
太
郎
さ
ん
は
銃
剣
道
を
始
め
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
龍
之
介
さ
ん
は「
習
い
始
め

た
こ
ろ
か
ら
、
楽
し
い
な
と
感
じ
て
い
ま

し
た
。
狙
っ
た
と
こ
ろ
に
突
き
が
決
ま
る

と
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」と
話

し
ま
す
。
壌
太
郎
さ
ん
は「
は
じ
め
は
木

銃
が
重
く
て
大
変
で
し
た
。
で
も
、
が
ん

ば
っ
て
稽
古
を
し
た
成
果
が
出
て『
一
本
』

を
取
っ
た
時
は
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た

で
す
」と
振
り
返
り
ま
す
。

銃
剣
道
を
始
め
て
５
年
。
２
人
は
、
試

合
で
の「
一
本
」や
勝
利
を
重
ね
る
う
ち

に
、
銃
剣
道
に
の
め
り
こ
ん
で
い
き
ま

し
た
。

５
月
、
龍
之
介
さ
ん
は
遠
征
先
の
四
国

で
強
豪
チ
ー
ム
と
対
戦
し
ま
し
た
。「
と

て
も
レ
ベ
ル
が
高
く
て
驚
き
ま
し
た
。
で

も
、
７
月
の
九
州
大
会（
四
国
の
チ
ー
ム

も
出
場
）で
対
戦
す
る
可
能
性
も
あ
っ
た

の
で
、
絶
対
に
負
け
た
く
な
い
、
優
勝
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
」と

話
し
ま
す
。

迎
え
た「
第
26
回
九
州
青
少
年
銃
剣
道

大
会
」。
龍
之
介
さ
ん
が
先
鋒
を
務
め
る

同
ク
ラ
ブ（
高
校
生
チ
ー
ム
）は
激
戦
を

制
し
、
見
事
に
優
勝
し
ま
し
た
。
令
和
３

年
に
発
足
し
た
チ
ー
ム
で
、
高
校
生
は
わ

ず
か
３
人
。
１
チ
ー
ム
３
人
の
団
体
戦
で

全
員
が
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
い
う
状
況
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
並
み
居
る
強
豪
チ
ー
ム
に

勝
利
を
重
ね
て
、
見
事
に
栄
光
を
手
に
し

ま
し
た
。

大
舞
台
で
輝
く
龍
之
介
さ
ん
の
姿
を
見

た
壌
太
郎
さ
ん
。「
来
年
は
高
校
生
に
な

り
、
国
ス
ポ
に
出
場
で
き
る
年
齢
に
な
り

ま
す
。
兄
と
一
緒
に
国
ス
ポ
に
出
場
で
き

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
稽
古
を
が
ん
ば
り

ま
す
」と
意
気
込
み
ま
す
。
龍
之
介
さ
ん

は「
ま
だ
ま
だ
弟
に
は
負
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
３
人
に
選
ば
れ
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
」

と
力
を
込
め
ま
す
。

国
ス
ポ
開
催
決
定
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
銃
剣
道
を
始
め
た
園
田
兄
弟
。
父
や
祖

父
な
ど
、
家
族
が
見
守
る
舞
台
に
立
つ
日

を
夢
見
て
、
今
日
も
稽
古
に
汗
を
流
し
て

い
ま
す
。

並
み
居
る
強
豪
チ
ー
ム
が
集
ま
る

九
州
大
会
で
優
勝

目
標
は
国
ス
ポ
出
場
！ 

銃
剣
道
競
技
者 

園
田
兄
弟

園
そ の だ

田	 龍
り ゅ う の す け

之介さん（写真右、都城工業高校２年 )

	 壌
じ ょ う た ろ う

太郎さん（写真左、三股中３年）

都城少年少女銃剣道クラブ　　　　　

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
で
は
、
九
州
各
地
か

ら
銃
剣
道
の
実
力
者
た
ち
が
集
ま
り
、
国

ス
ポ
同
様「
成
年
男
子
の
部
」「
少
年
男
子

の
部
」の
試
合
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

国
ス
ポ
・
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
共
に
、
会

場
に
観
客
席
を
設
け
ま
す
。
誰
で
も
観
戦

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
選
手
た
ち
の
熱

気
あ
ふ
れ
る
試
合
を
通
じ
て
、
武
道
の
魅

力
、
そ
し
て
、
銃
剣
道
の
魅
力
に
触
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

　
日　
程
＝
９
月
６
日（
日
）

　
時　
間
＝
午
前
９
時
30
分
～

　
場　
所
＝
町
武
道
体
育
館

　
駐
車
場
＝
町
総
合
文
化
施
設
駐
車
場

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

　

�

日
本
の
ひ
な
た
宮
崎
国
ス
ポ
三
股
町
実

行
委
員
会
事
務
局（
町
教
育
課
内
）

　
☎
52
－
９
３
１
２

銃
剣
道
の
主
な
ル
ー
ル

銃
剣
道
は
、
相
手
の
喉
や
胴
を
突
い
て
競
う
競
技
で
す
。
主
な
有
効
突
き
部
位
は
、「
上う

わ
ど
う胴
」、

「
下し

た
ど
う胴
」や「
の
ど
」で
す
。
さ
ら
に
相
手
の
姿
勢
が
崩
れ
た
り
有
効
部
位
が
隠
れ
た
場
合
に
は
、

「
正し

ょ
う
め
ん
ど
う

面
胴
」、「
肩か

た

」や「
小こ

て手
」も
有
効
と
な
り
ま
す
。

下
し た 　 ど う

胴
相手の左腕より下から
左胸を突く

上
う わ 　 ど う

胴
相手の左腕より上から
左胸を突く

のど
相手の喉を突く

　銃剣道には、剣道のような「打ち技」
はなく、相手の木銃を払う技以外は禁
止されています。試合で「一本」となる
有効突き部位は、次のとおりです。

主な有効突き部位主な有効突き部位

　上に示した有効突きのほかにも、状況に応
じて、有効突きとなる部位があります。
　相手の突きを「かわす」ことや、相手の木
銃を「払う」、「外す」、「押す」ことによって相
手の構えを崩しながら技を繰り出します。

その他の有効突き部位その他の有効突き部位正
しょう　めん　どう

面胴
相手の姿勢が崩れた時
に突く

小
こ

手
て

相手が左腕で左胸を隠
した時に突く

肩
か た

相手の姿勢が崩れた時
に突く

ぜひ、
見に来てね～！

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

熱
気
あ
ふ
れ
る
試
合
に
注
目
！

き
っ
か
け
は国

ス
ポ
の
本
県
開
催
決
定

町公式サイト

（東植木在住）

【参考文献】「第 79 回国民スポーツ大会銃剣道競技会大会公式プログラム」
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受付期間
８月１日（土）～10月31日（土）

申
込
方
法

ふるさと納税

受付期間
9月18日（金）～11月13日（金）

申
込
方
法

ランネット スポーツエントリー

郵便振替 電子申請

●
開
催
日

　
令
和
９
年
１
月
24
日（
日
）（
雨
天
決
行
）

●
会
場

　
町
立
文
化
会
館（
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）

●
開
催
種
目

ハ
ー
フ
、５
㎞
、３
㎞
、
２
㎞
、

２
㎞
フ
ァ
ミ
リ
ー

●
参
加
費

　
〈
ハ
ー
フ
〉	

（
一　
般
）５
０
０
０
円

　
〈
５
㎞
〉	

（
一　
般
）３
５
０
０
円

	

（
中
学
生
）１
５
０
０
円

　
〈
３
㎞
〉 	

（
一　
般
）３
５
０
０
円	

	

（
中
学
生
）１
５
０
０
円

　
〈
２
㎞
〉	

（
小
学
生
）１
５
０
０
円

　
〈
２
㎞
フ
ァ
ミ
リ
ー
〉	（
２
人
）４
０
０
０
円

	

（
３
人
）５
０
０
０
円

	

（
４
人
）６
０
０
０
円

●
表
彰

遠
来
賞
、
最
高
年
齢
賞
、
仮
装
大
賞
、

各
種
目
総
合（
男
女
別
）の
３
位
ま
で
を

表
彰
し
ま
す
。

●
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

大
会
の
良
さ
・
魅
力
を
広
く
発
信
す
る

こ
と
を
目
的
に
、霧
島
連
山
を
背
景
と
し

た
ラ
ン
ナ
ー
や
会
場
の
様
子
な
ど
の
写
真

を
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
作

品
募
集
を
行
い
ま
す
。

�

●
よ
か
も
ん
朝
市

会
場
で
、
町
内
外
の
出
店
者
が
自
慢
の

グ
ル
メ
を
販
売
し
、大
会
を
盛
り
上
げ
ま

す
。ラ
ン
ナ
ー
や
応
援
の
皆
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
申
込
方
法

①
ふ
る
さ
と
納
税

　
先
着
50
人
、ハ
ー
フ
の
み

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
ラ
ン
ネ
ッ
ト
、ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
ト
リ
ー

③
郵
便
振
替

専
用
用
紙
に
記
入
後
、
郵
便
局
で
参
加

費
を
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。
振
込
手

数
料
は
申
込
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

④
電
子
申
請

電
子
申
請
後
、
教
育
課
窓
口
で
参
加
費

を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

【
募
集
期
間
】

①
…
…
…
8
月
1
日（
土
）～

　
　
　
　
10
月
31
日（
土
）

②
③
④
…
９
月
18
日（
金
）～

　
　
　
　
11
月
13
日（
金
）

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

み
ま
た
ん
霧
島
パ
ノ
ラ
マ
ま
ら
そ
ん

実
行
委
員
会（
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

係
内
）

　
☎
52
－
９
３
１
３

※�

詳
し
く
は
大
会
公
式
サ
イ

ト
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。当日は町内で大規模な交通規制を

行います。ご迷惑をおかけします
が、ご理解とご協力をお願いいた
します。

※�二次元コードを読み込んで、各サイトにア
クセスしてください。

大会公式サイト

申込用紙は、町
中央公民館・町
役場で配布予定

教育課窓口で支払い

・ふるさとチョイス
・楽天ふるさと納税
・ＪＡＬふるさと納税
・ＡＮＡのふるさと納税 ほか

優秀賞
『世界一の特等席』（西山恵さん）

最優秀賞
『笑顔のゴール』（西山大地さん）

みまた 霧島 まらそんパノラマまもなく申込受付
開始！

第10回

令和９年１月に「第 10 回みまたん霧島パノラマまらそん」を
開催します！ 三股・都城地域を見守る雄大な霧島連山、長田峡や
のどかな田園風景を眺めながら、全国から集まるランナーたちと
一緒に、爽快な汗を流しませんか？ 皆さんの参加・来場をお待ち
しています！ 24㊐

1/令
和
９
年

開
催

単写真部門・テーマ「
笑顔」

単写真部門・テーマ「
笑顔」

優秀賞
『全力のGoal in!』（本村伸二さん）

単写真部門・テーマ「
全力の〇〇」

単写真部門・テーマ「
全力の〇〇」

昨
年
の

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品

大会の情報は、大会公式インス
タグラムでも発信します。ぜひ
フォローしてください♪

最優秀賞
『全力の雄叫び』（西山大地さん）
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三股町立
文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2
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『どんどこももんちゃん』『カミナリカレー』
本番の様子

三股町立
図 書 館
〒889─1901 三股町大字樺山3406─8
TEL.51-3200　FAX.51-3751

じ
い
さ
ん
は
イ
ラ
イ
ラ
、
プ
ン
プ
ン
・
・
・
で

も
ち
ょ
っ
と
だ
け
楽
し
く
も
思
え
て
き
ま
す
。

初
め
て
カ
レ
ー
を
食
べ
た
ゴ
ロ
ち
ゃ
ん
、
思
わ

ず
稲
光
を
ビ
カ
ビ
カ
ー
！ 

お
じ
い
さ
ん
の
宝

物
が
大
変
な
こ
と
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
！ 

気
難
し
い
け
れ
ど
優
し
い
お
じ
い
さ
ん
と
、

わ
ん
ぱ
く
な
ゴ
ロ
ち
ゃ
ん
の
交
流
に
、
来
場
者

は
見
入
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

23
年
目
の
み
ま
た
座
が
始
ま
り
ま
し
た

６
月
18
日
（
木
）、
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
み
ま
た
座
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
み
ま
た
座

は
、
小
中
高
生
を
対
象
と
し
た
演
劇
講
座
で
、

演
劇
監
督
・
永な
が
や
ま山
智と
も
ゆ
き行
さ
ん
（
劇
団
こ
ふ
く
劇

場
）
の
指
導
の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
の
自
由
な

表
現
の
場
と
し
て
22
年
間
続
け
て
き
ま
し
た
。

毎
週
木
曜
日
の
夕
方
に
集
ま
り
、
３
月

の
本
公
演
に
向
け
て
活
動
を
し
ま
す
。
ま
ず

は
、
８
月
23
日
（
日
）
開
催
の
「
み
ま
た
座
23

期
生
試
演
会
」
に
向
け
て
稽
古
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。

◆�

そ
の
ほ
か
の
公
演
・
講
座
の
詳
し
い
情
報
は

本
紙
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

カラぺハリエ
「 世界に一冊だけの本を作ろう！ 」

マリーゴールドがお届けする
「 おとなが楽しむ絵本時間 」

人
形
劇
を
上
演
し
ま
し
た

６
月
21
日(

日)

、
人
形
劇
団
む
す
び
座
に

よ
る
『
ど
ん
ど
こ
も
も
ん
ち
ゃ
ん
』『
カ
ミ
ナ

リ
カ
レ
ー
』
を
上
演
し
ま
し
た
。

人
形
劇
団
む
す
び
座
は
、
１
９
６
７
年
に

丹た
ん
げ下
進
す
す
む

氏
・
田た
な
か中
寛か
ん
じ次
氏
に
よ
り
、
東
海
地

方
で
初
と
な
る
プ
ロ
人
形
劇
団
と
し
て
名
古

屋
市
で
創
立
。
以
来
「
子
ど
も
と
子
ど
も
を

む
す
び
ま
す
。
人
と
人
と
を
む
す
び
ま
す
」

を
合
言
葉
に
、 

心
の
糧
と
な
る
人
形
劇
を
子

ど
も
た
ち
の
生
活
に
近
い
場
で
上
演
し
て
き

ま
し
た
。

●
『
ど
ん
ど
こ
も
も
ん
ち
ゃ
ん
』

絵
本
の
同
作
品
を
人
形
劇
化
し
た
公
演
で

す
。
小
さ
い
け
れ
ど
パ
ワ
ー
全
開
な
も
も
ん

ち
ゃ
ん
。
ま
っ
し
ぐ
ら
に
進
む
姿
が
、
軽
快
な

音
楽
と
共
に
表
現
さ
れ
ま
し
た
。

●
『
カ
ミ
ナ
リ
カ
レ
ー
』

１
人
暮
ら
し
の
お
じ
い
さ
ん
の
家
に
、
カ
ミ

ナ
リ
坊
や
の
ゴ
ロ
ち
ゃ
ん
が
落
ち
て
き
た
！ 

や
ん
ち
ゃ
な
ゴ
ロ
ち
ゃ
ん
に
振
り
回
さ
れ
、
お

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
ゆ
っ
く
り
と
鑑
賞
で
き
る

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

夏
休
み
の
図
書
館
イ
ベ
ン
ト

　

夏
休
み
期
間
中
、
本
に
親
し
む
こ
と
が
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

本
と
出
会
う
機
会
で
す
。
親
子
で
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
夏
休
み
お
は
な
し
会

【
日
時
】８
月
５
日（
水
）午
前
11
時
～
11
時
30
分

●
お
は
な
し
会
＆
う
ち
わ
に
絵
を
描
こ
う
！

【
日
時
】
８
月
９
日
（
日
）
午
後
２
時
～
３
時

お
は
な
し
会
の
後
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
う
ち

わ
作
り
を
行
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
事
前
予

約
は
不
要
で
す
の
で
、
気
軽
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し

た
作
品
の
展
示
を
図
書
館
で
行
い
ま
す
。

期
間
：
８
月
４
日
（
火
）
～
８
月
20
日
（
木
）

◆�

休
館
案
内（
17
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

　

５
月
30
日
（
土
）、
貼
り
絵
技
法
「
カ
ラ

ぺ
ハ
リ
エ
」
を
使
っ
た
、
絵
本
作
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
講
師
に
、
カ
ラ

ペ
ハ
リ
エ
公
認
オ
ー
ガ
ー
ナ
イ
ザ
ー
橋は
し
ぐ
ち口

亜あ

り

さ
里
紗
さ
ん
を
招
き
、
絵
の
具
で
描
か
れ
た

カ
ラ
フ
ル
な
紙
（
カ
ラ
ぺ
）
を
切
り
貼
り
し

て
、
親
子
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵
本
作
り
を
行

い
ま
し
た
。
完
成
後
は
、
作
品
を
子
ど
も
た

ち
が
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
、
作
品
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
熱
心
に
絵
本
を

作
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

６
月
５
日
（
金
）、
絵
本
と
の
出
会
い
や
ピ

ア
ノ
演
奏
を
届
け
る
活
動
を
し
て
い
る
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
永な
が
や
ま山
涼り
ょ
う
こ子
さ
ん
と
上う
え
の野

美み

き紀
さ
ん
を
招
き
、
大
人
が
絵
本
と
ピ
ア
ノ

演
奏
を
楽
し
め
る
よ
う
な
構
成
で
、
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

約
20
人
が
参
加
し
、
永な
が
や
ま山
さ
ん
の
ゆ
っ
た

り
と
し
た
絵
本
読
み
聞
か
せ
と
、
上う
え
の野
さ
ん

の
優
し
い
ピ
ア
ノ
演
奏
に
よ
り
、
絵
本
と
ク

カ
ラ
ぺ
ハ
リ
エ

「
世
界
に
一
冊
だ
け
の
本
を
作
ろ
う
！
」

三
股
町
に
来
て
、
も
う
５
年
が

経
ち
ま
し
た
。
私
は
悲
し
い
け
れ

ど
、
こ
の
５
年
間
は
素
晴
ら
し
い

時
間
で
し
た
。

三
股
に
来
た
時
は
、ま
だ
22
歳
。

大
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
で
、
初

め
て
の
仕
事
で
し
た
。
私
は「
社

会
人
っ
て
、
ど
ん
な
こ
と
を
す
る

の
？
」な
ど
と
、よ
く
考
え
て
い
ま

し
た
。
外
国
に
行
っ
た
こ
と
も
な

く
、
学
校
の
授
業
を
教
え
た
こ
と

も
な
か
っ
た
で
す
。
一
人
で
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
の
が
怖

か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、
授
業
が

始
ま
る
と
、
怖
さ
を
感
じ
ま
せ
ん

で
し
た
。
児
童
、
保
護
者
、
先
生
、

町
民
の
皆
さ
ん
全
員
が
、
私
を
応

援
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
あ
い
さ
つ
、
ア
ド
バ
イ
ス
、

会
話
、
笑
顔
な
ど
が
、
私
を
励
ま

し
て
く
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
私

に
し
て
く
れ
た
こ
と
を
、
私
は
決

し
て
忘
れ
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
に
ど
れ
ほ
ど
感
謝
し
て

い
る
か
、
言
葉
で
は
言
い
表
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
日

本
に
来
る
時
に
会
い
ま
し
ょ
う
！ 

そ
れ
で
は
、行
っ
て
き
ま
す
！

地域おこし協力隊通信 vol.77

萩
原
由
美
子

家
の
中
写
真
満
載
お
宝
も
溢
れ
て
い
る
が
そ
ろ
そ
ろ
片
付
け

新
し
き
朝
に
窓
開
け
朝
焼
け
が
今
日
の
予
定
で
ド
ラ
マ
の
幕
開
け

[

短
歌]

 

◆◆
◆◆
◆◆  

三
股
短
歌
会 

◆◆
◆◆
◆◆

【

】
初
め
て
の
朝
を
迎
え
、
窓
を
開
け
れ
ば
き
れ
い
な
朝
焼
け
で
し
た
。

今
日
の
予
定
で
一
度
し
か
な
い
ド
ラ
マ
の
幕
開
け
と
思
い
な
が
ら
。

時
間
を
大
切
に
好
き
な
事
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
周
り
の
皆

さ
ま
の
お
か
げ
だ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

330

黒
木
文
子

ど
の
部
屋
に
も
家
族
の
写
真
を
飾
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
小
さ

い
時
や
孫
な
ど
の
笑
顔
に
囲
ま
れ
ニ
ン
マ
リ
し
て
い
ま
す
が
、
さ

て
こ
れ
か
ら
先
を
ど
う
し
よ
う
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

外国語指導助手のコーナー

今月の表紙

『技 術』

訓練で磨いた技術を披露

７月に開催された消防操法大
会。表紙は町消防団第３部の操法
で、的の「火点」に向けて放水して
いる様子です。規律、スピードや
機械操作の正確性などが厳正に審
査されるという緊張感の中、団員
の皆さんは懸命に操法を披露しま
した。写真では一見軽く持ってい
るようにも見えますが、器具の重
量や水圧で、大きな負荷がかかっ
ているそうです。負荷をものとも
せずに放水する姿もまた、一つの
技術なのかもしれません。

「お世話になりました」

昨年の「みまた座 22 期生試演会 」
本番の様子

はじめまして、６月１日（月）に地域おこし協力隊員とし

て着任した坂
さかもと

本幸
こうだい

大と申します。埼玉県出身の39歳です。町

の一員として自分が出来ることに一生懸命取り組んでいき

ますので、どうぞよろしくお願いします。さて、地域おこし

協力隊は隊員ごとに活動内容がさまざまで、私は農業部門

の隊員として着任しました。具体的には「農事組合法人今

新」さんで農作業に関する技術指導を受けながら、農業の

支援活動や営農体験活動を通して町の農業を盛り上げると

いう任務です。農業人口が減少しており大変な任務だと感

じていますが、町の農家の皆さんと一緒に頑張りたいと思

います。これから楽しみながら頑

張っていきます

ので、皆さまどう

ぞよろしくお願

いいたします。

わたしたち協力隊の活動の

ようすをお伝えします！

『はじめまして』

坂
さ か も と

本 幸
こ う だ い

大さん

地域おこし協力隊

新隊員 

ハームス・アレクシス

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
が
お
届
け
す
る

大
人
が
楽
し
む
お
は
な
し
会

県
巡
回
パ
ネ
ル
展

「
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展
」
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Topics

訓
練
の
成
果
を
発
揮

消
防
操
法
大
会
で
町
消
防
団
３
冠

７
月
12
日（
日
）、「
第
45
回
宮

崎
県
消
防
協
会
都
城
支
部
消
防
操

法
大
会
」が
、
都
城
市
の
高
崎
総

合
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
町
消
防
団（
里さ

と
お
か岡

広ひ
ろ
し志
団
長
・
１
６
９
人
）か
ら
13

隊
、
都
城
市
消
防
団（
温ぬ

く
み
ず水

正ま
さ
ひ
ろ弘

団
長
・
１
３
３
７
人
）か
ら
９
隊

が
出
場
。日
頃
の
訓
練
の
成
果
を

発
揮
し
、３
つ
の
部
門
全
て
で
町

消
防
団
が
優
勝
し
ま
し
た
。

優
勝
し
た
部
は
、
８
月
22
日

（
土
）に
県
消
防
学
校
で
開
催
さ

れ
る
県
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し

ま
す
。大
会
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
以
下
、
町
消
防
団
は

「
町
」、
都
城
市
消
防
団
は「
市
」

と
表
記
す
る
）

【
ポ
ン
プ
自
動
車
操
法
の
部
】

１
位
＝
町
機
動
本
部
１
班
、２
位

＝
市
高
城
分
団
本
部
、３
位
＝
町

機
動
本
部
２
班

【
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
】

１
位
＝
町
第
６
部
、２
位
＝
市
高

城
分
団
第
２
部
、３
位
＝
市
高
崎

分
団
第
３
部

【
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
操
法
の
部
】

１
位
＝
町
第
３
部
、２
位
＝
市
高

城
分
団
第
５
部
、３
位
＝
町
第
２

部

ＭＩＭＡＴＡ ＴＯＷＮ＇Ｓ ＴＯＰＩＣＳＭＩＭＡＴＡ ＴＯＷＮ＇Ｓ ＴＯＰＩＣＳ
題話のちま

み
ん
な
で
ま
ち
を
き
れ
い
に

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
み
ま
た

７
月
５
日（
日
）、町
内
一
斉
の

環
境
美
化
活
動「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
み
ま
た
」を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、き
れ
い
で
住
み
や
す

い
環
境
を
つ
く
り
、次
世
代
に
引

き
継
い
で
い
く
た
め
に
毎
年
開
催

し
て
い
る
清
掃
活
動
。
当
日
は
、

個
人
、民
主・福
祉
団
体
、ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
や
企
業
な
ど
約
５
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
沖
水
川
流
域
、
餅

原
駅
、早
馬
公
園
や
上
米
公
園
な

ど
、町
内
全
域
で
清
掃
活
動
を
実

施
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
空
き
缶
や

刈
草
な
ど
、多
く
の
ご
み
が
集
め

ら
れ
ま
し
た
。

「
河
川
敷
な
ど
で
ご
み
拾
い
を
し
ま
し
た
。思
っ

て
い
た
よ
り
も
ご
み
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
よ
う
な
ご
み
も
あ
り
、
あ
ら

た
め
て
ポ
イ
捨
て
は
よ

く
な
い
と
思
い
ま
し
た
」

丸ま
る
た
に谷

彪あ
や
と斗

さ
ん

（
三
股
中
３
年
）

参
加
者

今
年
で
76
回
目

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

７
月
１
日（
水
）、
町
役
場
で

「
第
76
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
内
閣
総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝

達
式
」を
行
い
、
保
護
司
や
更
生

保
護
女
性
会
の
会
員
な
ど
が
出
席

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全

国
的
な
取
り
組
み
で
、伝
達
式
終

了
後
は
町
の
広
報
車
で
広
報
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

伝
達
式
に
先
立
ち
、町
更
生
保

護
女
性
会
が
町
立
文
化
会
館
と

第
２
地
区
交
流
プ
ラ
ザ
に
啓
発

用
の
七
夕
飾
り
を
展
示
。６
月
５

日（
金
）に
は
三
股
中
学
校（
本ほ

ん
だ田

正ま
さ
は
る治
校
長
）で
全
校
生
徒
を
対
象

に
宮
崎
保
護
観
察
所
の
統
括
保
護

観
察
官
・
二に

の
み
や宮
尊た

か
し

さ
ん
が「
更
生

保
護
に
つ
い
て
」と
題
し
た
講
演

を
行
う
な
ど
、町
全
体
で
同
運
動

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

Topics

過
去
最
多
の
72
店
が
出
店
！

み
ま
た
モ
ノ
づ
く
り
フ
ェ
ア
開
催

６
月
19
日（
金
）～
21
日（
日
）、

み
ま
た
モ
ノ
づ
く
り
フ
ェ
ア
実

行
委
員
会（
山や

ま
し
た下
盛も

り
ち
か親
実
行
委
員

長
）が
、町
武
道
体
育
館
で「
み
ま

た
モ
ノ
づ
く
り
フ
ェ
ア
２
０
２
６ 

つ
く
り
び
と
の
カ
タ
チ
」を
開
催

し
ま
し
た
。

今
回
は
、町
内
事
業
者
11
店
を

含
む
72
店
が
出
店
。陶
器
、布
、木

工
、
ガ
ラ
ス
、
刃
物
や
革
な
ど
の

工
芸
品
の
展
示
販
売
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、絵
付
け
や
木
工
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
行
わ
れ
、町
内
外
か

ら
訪
れ
た
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

「
木
工
体
験
を
楽
し
み
に
し
て
来
ま
し
た
。イ

ス
作
り
で
は
、釘
を
ま
っ
す
ぐ
打
つ
の
が
難
し

か
っ
た
け
れ
ど
、
楽
し

か
っ
た
で
す
」

福ふ
く
も
と元

栄え
い
い
ち一

さ
ん

（
都
城
市
在
住
）

木
工
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

参
加
者

ま
た
、三
股
駅
多
目
的
ホ
ー
ル

で
は
町
文
化
協
会
会
員
に
よ
る

写
真
・
絵
画
作
品
な
ど
の
展
示
企

画「
思
い
の
カ
タ
チ
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、町
物
産
館

よ
か
も
ん
や
で
は
物
産
交
流
イ

ベ
ン
ト「
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ａ 

Ｍ
Ａ
Ｒ

Ｋ
Ｅ
Ｔ　
Ｖ
Ｏ
Ｌ
７
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

多くの人でにぎわいました

町文化協会「思いのカタチ」

抽選会や
スタンプラリー企画も実施

町物産館よかもんや「MIMATA MARKET VOL7」

父
の
日
に
牛
乳
を
贈
ろ
う

牛
乳
消
費
拡
大
を
Ｐ
Ｒ

６
月
15
日（
月
）、都
城
地
区
酪

農
青
壮
年
部
連
絡
協
議
会
、Ｊ
Ａ

み
や
ざ
き
都
城
女
性
部
酪
農
部

会
の
代
表
者
な
ど
が
、町
役
場
で

「
父
の
日
に
牛ち

ち乳
を
贈
ろ
う
」キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、６
月
が
牛
乳
月
間
で

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、牛
乳
の
消

費
拡
大
を
目
的
に
、全
国
的
に
展

開
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
同
協
議

会
員
た
ち
が
木
佐
貫
町
長
と
石
崎

副
町
長
に
地
元
産
牛
乳
と
乳
製

品
を
贈
呈
し
た
ほ
か
、町
役
場
ロ

ビ
ー
で
牛
乳
を
配
布
し
、消
費
拡

大
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

「
牛
乳
に
は
栄
養
素
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
お
り
、

熱
中
症
対
策
に
も
効
果
的
で
す
。私
た
ち
が
真
心

こ
め
て
作
っ
た
牛
乳
を
多
く
の
人
に
飲
ん
で
も

ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

出で
み
ず水

淳じ
ゅ
ん
や也

さ
ん

（
谷
在
住
）

都
城
地
区
酪
農
青
壮
年
部

連
絡
協
議
会　
副
会
長
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町
は
、
毎
年
11
月
３
日
に
開
催
す
る
町

表
彰
式
で
、
町
の
文
化
の
向
上
や
発
展
に

多
大
な
貢
献
が
あ
り
、
学
術
、
芸
術
、
技

術
や
体
育
の
各
部
門
の
功
績
が
特
に
著
し

い
個
人
、団
体
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
周
り
で
素
晴
ら
し
い
功
績
を

挙
げ
た
人
・
団
体
が
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

推
薦
し
て
く
だ
さ
い（
対
象
者
の
年
齢
は

問
い
ま
せ
ん
）。

●
表
彰
の
種
類
＝
文
化
賞
、功
労
賞

●�

対
象
部
門
＝
学
術
、
芸
術
、
技
術
、
体

育
部
門

●�

表
彰
範
囲
＝
町
内
在
住
者
、
出
身
者
ま

た
は
縁
故
者
や
町
内
所
在
の
団
体

●�

審
査
方
法
＝
文
化
賞
等
選
考
審
査
会
で

審
査

●
表
彰
式
＝
11
月
３
日(

火
・
祝)

●
推
薦
書
の
提
出
先
＝
町
立
文
化
会
館

※�

推
薦
書
用
紙
は
町
立
文
化
会
館
に
あ
り

ま
す
。

●
提
出
期
限
＝
９
月
１
日（
火
）

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

町
立
文
化
会
館　
☎
51
－
３
４
６
２

平
成
13
年
に
開
館
し
た
町
立
文
化
会
館

は
、
本
年
、
開
館
25
周
年
を
迎
え
ま
す
。こ

れ
を
記
念
し
て
町
民
参
加
型
演
劇
公
演
を

行
う
に
あ
た
り
、
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
者
＝

・�

町
内
在
住
、
職
場
が
町
内
、
ま
た
は
本

町
出
身
の
人

・
お
お
む
ね
小
学
４
年
生
以
上
の
人

・�

上
演
日
、
前
日
リ
ハ
ー
サ
ル
や
稽
古
に

必
ず
参
加
で
き
る
人

●
参
加
費
＝
無
料

●
公
演
日
＝
12
月
６
日（
日
）

●
公
演
会
場
＝
町
立
文
化
会
館

●�

稽
古
日
程
＝
９
月
か
ら
開
始
し
、
原
則
、

毎
週
木
曜
日（
週
に
１
回
）、
午
後
７
時

～
９
時
30
分

※
11
月
、12
月
は
稽
古
が
増
え
ま
す
。

●�
応
募
方
法
＝
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、８
月
30
日（
日
）ま
で
に
、町
立

文
化
会
館
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
書
は
、
町
立
文
化
会
館
、
町
立
図
書

館
、
町
役
場
総
合
受
付
で
入
手
で
き
る

ほ
か
、
町
立
文
化

会
館
公
式
サ
イ
ト

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
＝

町
立
文
化
会
館

☎
51
－
３
４
６
２

８
月
下
旬
～
９
月
初
旬
に
か
け
て
、
次

の
年
齢
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
敬
老
祝
い
金

を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
通
知
を
し
ま
す
。
次
の

支
給
年
齢
の
人
で
通
知
が
来
な
い
人
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※�

対
象
年
齢
は
令
和
７
年
７
月
２
日
か
ら

令
和
８
年
７
月
１
日
ま
で
の
期
間
の
満

年
齢
で
す（
基
準
日
＝
７
月
１
日
）。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

高
齢
者
支
援
課　
介
護
高
齢
者
係

☎
52
－
９
０
６
２

町
中
央
公
民
館
で
は
、
現
在
、
空
調
機

器
の
更
新
工
事
を
行
い
、
一
部
の
部
屋
に

つ
い
て
使
用
を
制
限
し
て
い
ま
す
。
当
初

は
７
月
末
ま
で
の
使
用
制
限
を
予
定
し
て

い
ま
し
た
が
、
２
階
第
１
研
修
室
に
つ
い

て
、
使
用
制
限
期
間
を
８
月
末
ま
で
に
延

長
し
ま
す
。

期
間
中
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
対
象
の
部
屋
＝
２
階　
第
１
研
修
室

●
期
間
＝
８
月
31
日（
月
）ま
で

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

教
育
課　
生
涯
学
習
係

☎
52
－
９
３
１
１

令
和
９
年
度
の
奨
学
生
を
募
集
し
ま

す
。
希
望
す
る
人
は
期
間
内
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者
＝
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人

①�

三
股
町
ま
た
は
都
城
市
出
身
で
、
保
護

者
が
三
股
町
ま
た
は
都
城
市
に
居
住
し

て
い
る
人

②�

令
和
９
年
４
月
に
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学
院・大
学
ま
た
は
短
期
大
学
、

専
修
学
校
の
専
門
課
程
に
進
学
ま
た
は

在
学
中
の
人

③�

学
業・人
物
と
も
に
優
秀
か
つ
健
康
で
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な
人

●
募
集
人
員
＝
30
人
程
度

●
貸
与
金
額
＝
月
額
３
万
円
ま
た
は
５
万
円

※
い
ず
れ
も
月
額
、無
利
子
貸
与

●�

申
込
方
法
＝
９
月
上
旬
か
ら
配
布
す
る

募
集
要
項
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
募

集
要
項
は
次
の
場
所
で
配
布
し
ま
す
。

●�

配
布
場
所
＝
町
役
場
教
育
課
、
都
城
育

英
会
事
務
局
、
都
城
市
役
所
各
総
合
支

所
地
域
振
興
課
、
都
城
市
の
各
地
区
市

民
セ
ン
タ
ー
、
三
股
町
と
都
城
市
の
各

高
校
お
よ
び
都
城
高
専
、
南
九
州
大
学

都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

●
申
込
期
間
＝
10
月
１
日（
木
）～
14
日（
水
）

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
＝

公
益
財
団
法
人
都
城
育
英
会
事
務
局

（
都
城
市
教
育
委
員
会
内
）☎
25
－
８
５
４
５

旬
に
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
趣
旨

を
ご
理
解
の
上
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。調

査
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
県
公
式
サ
イ
ト
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

宮
崎
県
統
計
調
査
課

☎
０
９
８
５
－
26
－
７
０
４
３

「
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法

(

盛
土
規
制
法)

」に
よ
り
、
規
制
区
域
内

で
の
盛
土
な
ど
に
は
工
事
着
手
前
に
許
可

や
届
け
出
が
必
要
で
す
。

無
許
可
の
工
事
は
大
き
な
災
害
を
招
く

危
険
が
あ
り
ま
す
。
盛
土
な
ど
を
計
画
す

る
際
は
、ま
ず
は
県
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
許
可
申
請
や
通
報
は
、
県
公
式

サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る「
宮
崎
県
盛

土
等
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
」か
ら
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

宮
崎
県
盛
土
対
策
課

☎
０
９
８
５
－
33
－
９
２
６
３

県
立
産
業
技
術
専
門
校
は
、
中
核
的
技

能
者
を
育
成
す
る
た
め
に
、
県
が
設
置
し

た
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
で
す
。

令
和
９
年
度
４
月
入
校
の
訓
練
生
を
募

集
し
ま
す
。
専
門
的
な
知
識
や
技
能
の
習

得
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
格
取
得
に
む
け
て
取

り
組
み
、
技
能
者
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
程
＝

・�

願
書
受
付
期
間
…
８
月
３
日（
月
）〜

　
９
月
３
日（
木
）

・
推
薦
試
験
日
…
９
月
18
日（
金
）

●
試
験
内
容
＝
筆
記
試
験（
数
学
）、面
接

●
対
象
＝

・�

学
校
長
推
薦
…
高
等
学
校
卒
業
予
定
者

（
評
定
平
均
値
が
３・５
以
上
）

・�

自
己
推
薦
…
高
等
学
校
卒
業
者
ま
た
は

同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
者

●
定
員
＝
各
科
14
人
程
度

●
申
し
込
み
方
法
＝
願
書
受
付
期
間
内

に
、
必
要
書
類
を
提
出

し
、
入
校
試
験
手
数
料

を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

県
立
産
業
技
術
専
門
校

☎
０
９
８
３
－
42
－
６
５
０
１

町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
は
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
推
進
や
明
る
く
豊
か
な
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
は
視
察
研
修
や
、
み
ま
た
ん

宅
食「
ど
う
ぞ
便
」へ
の
協
力
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
町
内
に
居
住
す
る
女
性
の
皆

さ
ん
、
２
人
以
上
で
団
体
と
し
て
加
入
で

き
ま
す
。
女
性
同
士
で
交
流
を
深
め
な
が

ら
楽
し
く
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

〈
令
和
８
年
度
加
入
団
体
〉

盆
地
の
知
恵
袋
、
美び

び
っ
き
ょ
会
、
町

商
工
会
女
性
部
、
仲
町
ふ
れ
あ
い
、
上
米

婦
人
会

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

教
育
課 

生
涯
学
習
係

☎
52
－
９
３
１
１

総
務
省
統
計
局
と
県
で
は
、
10
月
20
日

現
在
で
社
会
生
活
基
本
調
査
を
実
施
し

ま
す
。 

こ
の
調
査
は
、
皆
さ
ん
が
仕
事
、
家
事

や
地
域
活
動
な
ど
に
費
や
す
時
間
や
、
過

去
１
年
間
の
自
由
時
間
の
使
い
方
を
把
握

す
る
も
の
で
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
推
進
や
少
子
高
齢
化
対
策
な
ど
の

貴
重
な
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

調
査
対
象
世
帯
に
は
10
月
上
旬
か
ら
中

愛
の
ご
寄
付

　
相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●��

Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ　
☎
＃
８
０
０
８

●��

宮
崎
県
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
９
８
５
－
22
－
３
８
５
８

●�

警
察
安
全
相
談
室　
☎
＃
９
１
１
０

●�

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
相
談
室

　
☎
０
９
８
５
－
60
－
１
８
２
２

●�

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
法
務
省
）

　
☎
０
５
７
０
－
０
７
０
－
８
１
０

●��

性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
さ
ぽ
ー
と
ね
っ
と
宮
崎

　
☎
０
９
８
５
－
38
－
８
３
０
０

●�

町
女
性
相
談
所　
☎
52
－
０
９
９
９

●�

町
役
場
総
務
課
行
政
係

　
☎
52
－
１
１
１
２

※�

緊
急
時
は
迷
わ
ず
１
１
０
番
へ

６
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で

社
会
福
祉
法
人
三
股
町
社
会
福
祉
協
議
会

●
忌
明
寄
付

●
一
般
寄
付
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
件

寄
付
者

続
柄

故
人
名
年
齢

地
区

金
額

宮み
や
た田
サ
ツ
子こ

夫
宮み

や
た田
三み

ゆ
き幸

91

中
米

3
万
円

松ま
つ
や
ま山
尚た

か
と
し稔

母
松ま

つ
や
ま山
千ち

づ
こ
鶴
子

78

東
原

3
万
円

坂さ
か
も
と元
美み

え
こ
枝
子

兄
永な

が
い井
光み

つ
ひ
ろ博

74

梶
山

3
万
円

政ま
さ
の野
生い

く
こ子

夫
政ま

さ
の野
信し

ん
い
ち市

72

谷

5
万
円

敬
老
祝
い
金
を
支
給
し
ま
す

配
偶
者
や
恋
人
な
ど
か
ら
の

暴
力
に
関
す
る
相
談
窓
口

町立文化会館
公式サイト

「
令
和
８
年
度
三
股
町
文
化
賞・

功
労
賞
」候
補
者
・
団
体
を
推

薦
し
て
く
だ
さ
い

開
館
25
周
年
記
念
公
演
の
出
演

者
を
募
集
し
ま
す

支
給
年
齢

祝
金
年
額

満
88
歳

１
万
円

昭
和
12
年
７
月
２
日
～
昭
和
13
年

７
月
１
日
が
誕
生
日
の
人

満
１
０
０
歳

２
万
円

大
正
14
年
７
月
２
日
～
大
正
15
年

７
月
１
日
が
誕
生
日
の
人

最
高
齢

３
万
円

空
調
機
器
更
新
工
事

町
中
央
公
民
館
の
使
用
制
限
を

一
部
延
長
し
ま
す

令
和
９
年
度「
都
城
三
股
み
ら

い
応
援
奨
学
金
」奨
学
生
を
募

集
し
ま
す

町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
の
加

入
団
体
を
募
集
し
ま
す

令
和
８
年
社
会
生
活
基
本
調
査

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

県公式サイト

盛
土
・
切
土
・
土
砂
の
堆
積
を

行
う
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

県
立
産
業
技
術
専
門
校　
令
和

９
年
度
推
薦
入
試
受
験
者
を
募

集
し
ま
す

建
築
設
備
科

電
気
設
備
科

構
造
物
鉄
工
科

木
造
建
築
科

科　
　
名

給
排
水
・
空
調
設

備
の
設
計
、施
工

電
気
設
備
の
設
計
、

施
工
、自
動
制
御

金
属
製
品
の
設
計
、

製
作
、検
査

木
造
建
築
物
の
構

造
、設
計
、施
工

主
な
訓
練
内
容

年　額
11 万 8,800 円

( 月額 9,900 円 )

授
業
料

２
年
間

履
修
期
間

 （
注
意
）�授
業
料
と
は
別
に
、入
校
料
と
必
要
経
費
が
必
要

で
す
。

県公式サイト

同校
公式サイト
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祉福と健保祉福と健保

●
対
象
＝
町
内
在
住
で
産
後
２
カ
月
～
１

年
程
度
の
お
母
さ
ん

　
※
要
予
約（
５
組
限
定
）

月
に
一
度
、
セ
ン
タ
ー
で
お
昼
ご
は
ん

を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
弁
当
や

軽
食
の
持
参
が
可
能
で
す
。〝
み
ち
ば
あ

ば
〟の
手
作
り
お
弁
当（
要
予
約
）の
注
文

も
で
き
ま
す
の
で
、
親
子
で
ゆ
っ
く
り
と

ラ
ン
チ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
８
月
28
日（
金
）

●�

時
間
＝
正
午
～
午
後
１
時（
ラ
ン
チ
タ

イ
ム
の
前
後
も
遊
べ
ま
す
）

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
お
お
き
な
木
」に
よ
る
読
み
聞
か
せ
を

行
い
ま
す
。
わ
ら
べ
う
た
や
ペ
ー
プ
サ
ー

ト
も
あ
り
ま
す
。

●
期
日
＝
９
月
３
日（
木
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
11
時

　
※
要
予
約

理
学
療
法
士
・
植う

え
む
ら村
郁か

お
る

さ
ん
、
内う

ち
く
ぼ

久
保

鮎あ
ゆ
こ子
さ
ん
が
、
一
人
一
人
の
身
体
の
状
態

に
合
わ
せ
て
体
を
ほ
ぐ
し
て
い
き
ま
す
。

体
と
心
に
向
き
合
い
、
ゆ
っ
た
り
と
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
９
月
４
日（
金
）

●
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～

●�

対
象
＝
町
内
在
住
で
産
後
２
カ
月
～
１

年
程
度
の
お
母
さ
ん

●
期
日
＝
９
月
３
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●
対
象
者
＝
令
和
７
年
８
月
生
ま
れ
、

　
令
和
８
年
２
月
、６
月
生
ま
れ

●
持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳

（
お
っ
ぱ
い
相
談
希
望
者
は
タ
オ
ル
３

枚
程
度
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

※�

希
望
者
に
は
、
お
っ
ぱ
い
相
談
や
栄
養

相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

●
期
日
＝
９
月
10
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●
対
象
者
＝
令
和
７
年
１
月
、２
月
生
ま
れ

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

ア
ン
ケ
ー
ト

※�

内
科
と
歯
科
の
診
察
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
希
望
者
に
は
心
理
相
談
、
栄
養
相

談
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

●
期
日
＝
８
月
20
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●
対
象
者
＝
令
和
５
年
１
月
、２
月
生
ま
れ

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

ア
ン
ケ
ー
ト
、検
尿

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
11
時

　
※
要
予
約

双
子
を
含
む
４
人
の
子
ど
も
を
育
て
て

い
る
保
育
士
さ
ん
が
立
ち
上
げ
た
サ
ー
ク

ル
で
す
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
楽
し
み

な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
一
緒

に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
身
体
計
測
と
成
長

記
録
も
で
き
ま
す
。

●
期
日
＝
８
月
20
日（
木
）

●
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分　

　
（
出
入
り
自
由
）

笑
顔
を
運
ぶ
音
楽
団「
小
さ
な
音
楽
会
」

の
、
生
の
歌
と
演
奏
で
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
８
月
25
日（
火
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～

●�

場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
元
気

の
杜
」大
会
議
室

　
※
要
予
約

理
学
療
法
士
の
内う

ち
く
ぼ

久
保
鮎あ

ゆ
こ子
さ
ん
が
産

後
の
体
を
無
理
な
く
整
え
る
ス
ト
レ
ッ

チ
な
ど
を
行
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒

に
、
心
と
体
を
ほ
ぐ
す
時
間
を
過
ご
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
期
日
＝
８
月
26
日（
水
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～

●�

場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
元
気

の
杜
」和
室

※�

内
科
と
歯
科
の
診
察
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
希
望
者
に
は
、
心
理
相
談
、
こ
と

ば
の
相
談
や
栄
養
相
談
を
実
施
し
ま

す
。ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
町
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
元
気
の
杜
」の
中
に
あ
り

ま
す
。
利
用
で
き
る
の
は
、
未
就
学
の
子

ど
も
で
保
護
者
同
伴
が
原
則
で
す
。

月
～
金
曜
の
午
前
９
時
～
正
午
と
、
午

後
１
時
～
３
時
の
開
放
日
に
合
わ
せ
て
、

毎
月
楽
し
い
行
事
や
教
室
を
行
っ
て
い
ま

す
。
親
子
で
ほ
っ
と
で
き
る
場
所
へ
遊
び

に
来
ま
せ
ん
か
。

親
子
で
外
国
語
指
導
助
手
の
先
生
と
一

緒
に
英
語
に
慣
れ
親
し
み
な
が
ら
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
毎
週
水
曜
日

●
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

●
講
師
＝
ラ
イ
ト
・
デ
レ
ッ
ク
先
生　

　
※
要
予
約

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
ふ
わ
ふ
わ

布
絵
本
の
会
」
が
手
作
り
作
品
を
使
っ

て
お
話
し
会
を
開
き
ま
す
。
や
わ
ら
か

な
布
絵
本
の
世
界
を
親
子
で
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

●
期
日
＝
８
月
18
日（
火
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　

 

☎
52
－
８
１
０
１

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
☎
52
－
８
４
８
１

　
※
要
予
約（
４
組
限
定
）

当
セ
ン
タ
ー
は
ご
近
所
で
助
け
合
う
子

育
て
を
組
織
化
し
た
も
の
で
す
。〝
依
頼

者
は
信
頼
・
安
心
し
て
預
け
、
提
供
者
は

大
切
に
か
わ
い
が
っ
て
預
か
っ
て
く
れ

る
〟そ
ん
な
、
お
互
い
に
と
っ
て
優
し
さ

や
喜
び
が
響
き
合
う
こ
と
を
大
切
に
し
な

が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

利
用
す
る
に
は
事
前
に
会
員
登
録
が
必

要
で
す
。

〈
現
在
行
っ
て
い
る
援
助
活
動
〉

用
事
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
と
き
の

子
ど
も
の
預
か
り
、
児
童
ク
ラ
ブ
や
保
育

施
設
へ
の
送
迎　
な
ど

●�

利
用
料
金
＝
町
が
１
人
目
の
み
１
時
間

３
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。

※
助
成
後
の
料
金
を
表
記
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
運
動
実
践
指
導
者
の
指
導
で
、
音

楽
に
合
わ
せ
な
が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
た

り
、
歩
く
動
作
を
中
心
と
し
た
運
動
を
し

ま
す
。
運
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り

と
し
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
日
＝
９
月
14
日（
月
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
室
内
用
シ
ュ
ー

ズ
、タ
オ
ル
、飲
み
物

●
場
所
＝
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

※
動
き
や
す
い
格
好
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

が
ん
は
、
日
本
人
の
死
因
の
第
１
位
で

す
。
早
期
発
見
・
治
療
す
れ
ば
、
助
か
る

命
も
あ
り
ま
す
。
自
分
の
た
め
に
、
そ
し

て
大
事
な
人
の
た
め
に
、
が
ん
検
診
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
、
６
月
か
ら
が
ん
検
診
を
行
っ

て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
は
が
き
ま
た

は
封
筒（
国
民
健
康
保
険
加
入
の
人
は
茶

色
、
社
会
保
険
等
加
入
の
人
は
水
色
）内

の「
け
ん
し
ん
案
内
」で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

職
場
な
ど
で
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
人
も
、町
で
実
施

し
て
い
る
が
ん
検
診
と
比

較
し
て
、都
合
の
良
い
方
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
は
暑
さ
や
喉
の
渇
き
を
感
じ
に

く
く
、
体
内
の
水
分
量
も
少
な
い
た
め
、

室
内
で
も
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
非
常
に
高

く
な
り
ま
す
。

●
温
度
・
湿
度
管
理
を
し
ま
し
ょ
う

部
屋
に
温
度
計
と
湿
度
計
を
置
き
、
常

に
室
温
・
湿
度
を「
見
え
る
化
」し
ま
し
ょ

う
。
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
活
用
し
て
、

「
室
温
」を
28
度
以
下
に
保
つ
こ
と
が
重

要
で
す
。

●
水
分
・
塩
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う

喉
が
渇
く
前
に
水
分
・
塩
分
を
補
給
す

る
こ
と
も
重
要
で
す
。
就
寝
前
、
起
床
時

や
入
浴
の
前
後
な
ど
は
特
に
意
識
し
て
水

分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。
コ
ッ
プ
１
杯
の

水
分
を
１
時
間
お
き
に
取
る
の
が
理
想
で

す（
目
安
は
１
日
に
１・２
㍑
）。

●
熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
？

涼
し
い
場
所
へ
移
動
し
、
衣
服
を
緩

め
、
濡
れ
た
タ
オ
ル
で
首
の
周
り
や
脇
の

下
を
冷
や
し
ま
す
。
意
識
が
は
っ
き
り
し

て
い
る
場
合
は
、
冷
た
い
水
や
ス
ポ
ー
ツ

ド
リ
ン
ク
を
飲
む
と
効
果
的
で
す
。
自
力

で
水
分
を
飲
む
こ
と
が
で
き
な
い
、
意
識

が
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
に
は
、
た
め
ら

わ
ず
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

暑
さ
に
負
け
ず
、
熱

中
症
対
策
を
し
て
夏
を

乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

赤
ち
ゃ
ん
健
診

m

ま

ま

の

て

am
anote

（
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ス
ト
レ
ッ
チ
）

セ
ン
タ
ー
へ
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

ふ
わ
ふ
わ
布
絵
本

１
歳
６
か
月
児
健
診

子
育
て
を
手
助
け
し
て
ほ
し
い
人 

→ 

お
ね
が
い（
依
頼
）会
員

子
育
て
を
援
助
し
た
い
人 

→ 

ま
か
せ
て（
提
供
）会
員

利
用
時
間

１
時
間
あ
た
り
の
利
用
料
金

月
〜
金
曜

午
前
７
時
〜
午
後
7
時
子
ど
も
１
人
目
３
０
０
円

２
人
目
以
降
３
０
０
円

月
〜
金
曜
の
早
朝
・
夜
間

と
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

子
ど
も
１
人
目
５
０
０
円

２
人
目
以
降
４
０
０
円

高
齢
者
（
介
護
保
険
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ  

☎
52
－
９
０
６
３・８
６
３
４

子
ど
も

３
歳
児
健
診

親
子
サ
ー
ク
ル　
キ
ラ
キ
ラ

お
は
な
し
か
い

ラ
ン
チ
タ
イ
ム

親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

子 育 て 支 援セン
ターのInstagram
はこちら

詳
し
く
はInstagram

や
町
社
会
福
祉
協
議
会

公
式
サ
イ
ト
で
も
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
た
ん
ぽ
ぽ

か
ら
の
お
知
ら
せ　
　
　  

☎
51
－
５
６
８
８

m

ま

ま

の

て

am
anote

（
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
☎
52
－
８
４
８
１

リ
ズ
ム
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

一　
般

が
ん
検
診
は
受
け
ま
し
た
か
？

町公式サイト

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

足もと元気教室
●日程＝８月15日～９月14日までの分

地区名 時間 場所 日程

1地区 午前９時30分～11時 第 1 地区分館
８月21日(金)
９月４日(金)

2地区 午後１時30分～３時 第 2 地区交流プラザ ９月３日(木)

3地区 午後１時30分～３時 第 3 地区分館
８月27日(木)
９月10日(木)

4地区 午前９時30分～11時 第 4 地区分館
８月19日(水)
９月９日（水）

5地区 午後１時30分～３時 轟木集落館 ８月20日(木)

蓼池 午前９時30分～11時 蓼池児童館
８月20日(木)
９月３日(木)

花見原 午前９時30分～11時 花見原コミュニティセンター ９月２日(水)
餅原 午前９時30分～11時 餅原研修館 ８月17日(月)
三原 午後１時30分～３時 三原地区コミュニティセンター ８月19日(水)

中原 午前９時30分～11時 中原コミュニティセンター
８月26日(水)
９月９日(水)

今市 午前９時30分～11時 今市児童館 ９月７日(月)

下新
午後１時30分～３時

第 7 地区分館
８月21日(金)

午前９時30分～11時 ９月11日(金)
8地区 午前９時30分～11時 第 8 地区分館 ８月28日(金)

9地区 午後１時30分～３時 第 9 地区分館
８月24日(月)
９月９日(水)

●�準備するもの＝体操のできる服装、タオル、シューズ、水分補
給用の飲み物

※�８月１日～ 14 日の日程は、『広報みまた』先月号を確認してく
ださい。
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情のしらく 報

交通事故（人身）発生ワースト順位 ◎県内第14位／令和８年5月31日現在（全26市町村中）※ワースト…悪い方からの順位

◎町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！◎この社会 あなたの税が生きている◎たばこは町内で買いましょう

税のお知らせ ●税務財政課からのお知らせ¥

三股町の人口（令和８年７月１日現在） ◦男／11,533人◦女／13,247人◦合計／24,780人（前月比−16人）
◦世帯数／10,311戸（０戸）◦出生／14人◦死亡／18人◦転入／58人◦転出／70人

８月３１日(月)は納期限です
●町県民税（第２期）
●国民健康保険税（第２期）
口座振替は８月25日 (火 )が振替日です。やむを得
ず引き落しされなかったときは、９月10日 (木 )に再
振替を行います。前日までに預貯金口座の残高確認お
よび入金をお願いします。
また、解約などで口座振替ができなかった場合は、

「口座振替不能用の納付書」を送付します。納付書に記
載されている納付場所で納めてください。
■お問い合わせ＝納税管理係　☎52-9635
納期限内に納付しましょう
納税の本来の姿は、定められた納期限までに、納税
義務者が税金を自主的に納めることです。
仮に、定められた納期限までに町税を納めず滞納の
状態にあれば、町は滞納者に対して督促状などを送付

し、納税を促すことになります。
町税を滞納したままでいると、町は納期限内に納め
た納税者との公平性を保つため、また町税を確保する
ために、やむを得ず滞納者の不動産・給料などの財産
を差し押える「滞納処分」を行うことになります。
納期限までに納税者の皆さんが自主的に納めていた
だきますようお願いします。
■お問い合わせ＝特別収納対策係　☎52-9634

「納税相談」を利用してください
税金は納期限内に納めることが原則ですが、「やむ

を得ない特別な事情があって納期限内に納税できな
い」「一度に納めることが難しい」といった場合には、
相談してください。
また、納税について分からないことがある場合も気

軽に相談してください。
■お問い合わせ＝特別収納対策係　☎52-9634

　情のしらく 報

（
切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
）

今月号を読んだ感想、今後取り上げてほしい話題や記
事、あなたの身近で起きた出来事などお寄せください。

皆さんのまちづくりに対する夢あるご意見、ご提
案を募集します。

お送りいただいた個人情報等は、今後の広報紙の誌面づくりの参考に致します。
それ以外に情報の利用は致しません。

休日急患診療機関くらしのカレンダー 〔ゴミ回収日・図書館休館日・イベント〕
日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
可燃物
図書館休館日

可燃物 可燃物

９ 10 11
山の日

12 13 14 15
可燃物
図書館休館日

可燃物
図書館休館日

白色トレイ
ペットボトル

可燃物

16 17 18 19 20 21 22
可燃物
図書館休館日

可燃物
図書館休館日

缶・ビン 可燃物

23 24 25 26 27 28 29
可燃物
図書館休館日

可燃物 不燃物 可燃物

30 31
可燃物
図書館休館日

8月 5月

町公式サイト

休日急患診療機関
日 病院名 町　名 電話番号

２日

沖水こどもクリニック（小） 太郎坊町 ☎27-5656
坂元循環器内科医院（内・循） 宮 丸 町 ☎57-9933
佐々木医院（内） 高 崎 町 ☎62-1103
吉松病院（外・整） 蔵 原 町 ☎25-1500
池之上整形外科（整・リウ・リハ） 上 川 東 ☎23-2311
いわよし耳鼻咽喉科クリニック（耳鼻） 千 町 ☎36-5555

９日

たけしたこども医院（小） 三 股 町 ☎51-0005
野辺医院（内・胃） 上　 町 ☎22-0153
やまさき医院（内） 都 原 町 ☎25-7780
まつもと心臓血管外科クリニック（循・内） 東 町 ☎36-8926
いのまた整形外科クリニック（整） 五 十 町 ☎36-6272
野田医院（産・婦） 蔵 原 町 ☎24-8553

11火

山内小児科医院（小） 上 町 ☎22-0048
ベテスダクリニック（内） 年 見 町 ☎22-1700
海老原内科（内） 山 田 町 ☎64-1211
柳田病院（外） 東 町 ☎22-4862
いき形成外科ひふ科クリニック(形・皮) 年 見 町 ☎45-0020
たき心療内科クリニック（心・精・神） 若 葉 町 ☎46-9191

13木

原田医院（内・小・外） 郡 元 町 ☎26-3330
宮永病院（内・胃・外） 松 元 町 ☎22-2015
しばた泌尿器科・内科（泌・内） 鷹 尾 ☎22-7111
とまり内科外科胃腸科医院（内・外・胃） 三 股 町 ☎52-1135
寺本整形外科医院（整） 北 原 町 ☎22-1171
やの耳鼻咽喉科（耳鼻） 吉 尾 町 ☎27-5222

14金

MKクリニック（小） 早 鈴 町 ☎51-6777
松山医院（内・呼・リウ） 上 川 東 ☎24-1046
鵜木循環器内科医院（循・内） 花 繰 町 ☎26-0008
安藤胃腸科外科医院（消・外・内） 豊 満 町 ☎39-2226
橘病院（整） 中 町 ☎0570-01-7236
いそいち産婦人科医院（産・婦） 平 塚 町 ☎22-4585

15土

ふくしまクリニック（内・消・小） 下 川 東 ☎46-5001
長倉医院（内） 三 股 町 ☎52-2109
大橋クリニック（内・消・リハ） 庄 内 町 ☎37-0539
はまだクリニック（外・胃・肛） 祝 吉 町 ☎45-2266
横山病院（泌・消） 都 島 町 ☎22-2806
ふたみ眼科（眼） 都 北 町 ☎38-5532

16日

児玉小児科（小） 花 繰 町 ☎25-5570
有川呼吸器内科医院（呼・内） 上 川 東 ☎24-6677
都城在宅医療クリニック（内） 南横市町 ☎58-9808
宗正病院（外） 八 幡 町 ☎22-4380
もちお蛯原医院（整・形） 蓑 原 町 ☎21-5355
小山田眼科医院（眼） 松 元 町 ☎22-0710

23日

有馬医院（内・小） 上長飯町 ☎23-2610
すみクリニック（内） 東 町 ☎36-7701
みしま内科クリニック（内・循） 三 股 町 ☎51-8100
吉見クリニック（外・整・内） 高 城 町 ☎58-5633
酒井皮膚科医院（皮） 北 原 町 ☎25-5322
宮田眼科病院（眼） 蔵 原 町 ☎22-1441

30日

政所医院（小・内） 高 城 町 ☎58-2171
坂元医院（内・胃） 牟 田 町 ☎22-0360
メディカルシティ東部病院（内・整） 立 野 町 ☎22-2240
川畑医院（外・胃） 年 見 町 ☎46-3225
さかいクリニック形成外科・皮ふ科（形・皮） 大 王 町 ☎57-0155
丸田病院（産・婦） 八 幡 町 ☎23-7060

日 病院名 町　名 電話番号

６日

はしぐち小児科（小） 都 原 町 ☎24-5500
藤元上町病院（内） 上 町 ☎23-4000
隅病院（内・胃） 高 崎 町 ☎62-1100
都北ごとうクリニック（外・肛） 都 北 町 ☎38-6060
なかむら整形外科クリニック(整) 平 江 町 ☎36-5333
西浦医院（耳鼻） 松 元 町 ☎22-0715

13日

志々目医院（内・小） 山之口町 ☎57-2004
田口循環器科・内科クリニック（内） 下 川 東 ☎24-0600
ホームクリニックみまた（内・呼） 三 股 町 ☎52-1348
福島外科胃腸科整形外科医院（外・胃・整） 都 北 町 ☎38-1633
江夏整形外科クリニック（整・リウ・リハ） 三 股 町 ☎51-1122
ふたみ眼科（眼） 都 北 町 ☎38-5532

8月

※�

休
日
急
患
診
療
機
関
の
診
療
時
間
は
午
前
9
時
〜
午
後
6
時
で
す
。や
む
を

得
ず
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、☎
23
－
５
５
５
５
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い（
夜
間
は
都
城
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
☎
36
－
８
８
９
０
ま
で
）。な
お

歯
科
に
つ
い
て
は
☎
25
－
４
１
０
０
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

休日急患診療機関 9月

以後の休日急患診療機関については翌月号に掲載します。

17

　
町
で
は
、
救
命
措
置
が
必
要
な
事
案
が

発
生
し
た
場
合
に
、
各
事
業
所
が
既
に
設

置
し
て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
民
間
事
業
所
を
募
集
し
ま

す
。事

故
や
急
病
は
、
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
民
間
事
業
所
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
は
、
地
域
の
救
命
体
制
の
向

上
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
事
業
所
は

町
公
式
サ
イ
ト
で
公
表
し
、
防
災
ポ
ー
タ

ル
・
ア
プ
リ
上
の
防
災
マ
ッ
プ
に
も
表
示

し
ま
す
。

●�

対
象
＝
次
の
要
件
全
て
を
満
た
す
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
る
町
内
の
民
間
事

業
所

①�

事
業
所
の
近
辺
で
救
命
措
置
が
必
要
な

事
案
が
発
生
し
た
と
き
、
速
や
か
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
無
償
提
供
で
き
る
事
業
所

②�

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
な
ど
を
町
公
式
サ
イ

ト
な
ど
で
公
表
す
る
こ
と
を
了
承
い
た

だ
け
る
事
業
所

●�

町
公
式
サ
イ
ト
、防
災
ポ
ー
タ
ル
・
ア

プ
リ
で
の
公
表
内
容
＝
事
業
所
の
名

称
、所
在
地
や
使
用
可
能
時
間
な
ど

●�

申
請
方
法
＝
総
務
課
危
機
管
理
係
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
一
覧（
協
力
事
業
所

含
む
）＝
公
共
施
設
21
カ
所
の
ほ
か
、

協
力
事
業
所
21
カ
所
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

設
置
し
て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

事
業
所
を
募
集
し
ま
す

第１地区 町役場、町中央公民館、町立文化会館、町総合福祉センター、町中央テニスコート、町健康管理センター、三股中
学校、三股小学校、わかば保育園、宮崎第一信用金庫

第２地区 第2地区交流プラザ、上米公園パークゴルフ場

第３地区 第3地区分館、宮村小学校

第４地区 町消防団第4部詰所、梶山小学校、株式会社本村企画設計、ひまわり保育園、株式会社領山

第５地区 第5地区防災センター、長田小学校、ひまわり保育園長田分園

第６地区 第6地区分館、勝岡小学校、けあらいふ正寿の杜、たでいけ認定こども園、たでいけキッズ、こばと保育園、株式
会社都城北諸地区清掃公社、株式会社ハラケアシステム（たでいけ至福の園）

第７地区 三股西小学校、第7地区分館、三股中央キッズクラブ、廣済寺、認定こども園みどり保育園、
エーデルワイス幼保園、児童クラブビバーチェ

第８地区 保育所型認定こども園稗田保育園、認定こども園みまた幼稚園

第９地区 町西部地区体育館、りんどう保育園、株式会社カワノテニスカレッジ

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

　
総
務
課
危
機
管
理
係 

☎
52
－１
１
１
０

町防災ポータル
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ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

通信
悔
し
さ
を
力
に
変
え
て

本
年
１
月
に
開
催
さ
れ
た
「
第
16
回

宮
崎
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大

会
」。
１
区
で
出
場
し
た
髙
野
水
季
さ
ん

は
、
来
年
１
月
の
第
17
回
大
会
に
向
け
、

町
の
選
抜
候
補
選
手
と
し
て
練
習
に
励
ん

で
い
る
。
前
回
、
本
町
チ
ー
ム
は
町
村
の

部
で
見
事
に
優
勝
。
し
か
し
髙
野
さ
ん
自

身
は
「
自
分
の
力
を
出
し
切
っ
た
つ
も
り
で

し
た
が
、
周
り
の
選
手
の
ス
ピ
ー
ド
に
つ
い

て
い
け
ず
、
思
う
よ
う
な
結
果
を
残
せ
ま

せ
ん
で
し
た
」
と
唇
を
か
む
。
涙
を
流
し

た
ほ
ど
の
悔
し
さ
を
ば
ね
に
、
家
族
と
共

に
自
主
練
習
に
も
汗
を
流
す
日
々
が
続
く
。

「
選
抜
候
補
選
手
の
練
習
会
と
合
わ
せ
て

週
に
５
、６
日
は
走
っ
て
い
て
、こ
れ
ま
で
よ

り
も
、い
い
タ
イ
ム
で
走
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。
次
も
絶
対
に
出
場
し
た
い
で
す
」

と
闘
志
を
燃
や
す
髙
野
さ
ん
。
今
後
、
複

数
回
の
記
録
会
を
経
て
出
場
選
手
が
決
ま

る
と
い
う
厳
し
い
道
の
り
が
待
ち
受
け
て

い
る
が
、「
自
信
が
あ
り
ま
す
」
と
目
を
輝

か
せ
る
。
あ
の
日
の
悔
し
涙
を
力
に
変
え
、

笑
顔
で
た
す
き
を
つ
な
ぐ
日
を
目
指
し
て
、

今
日
も
髙
野
さ
ん
は
走
り
続
け
る
。

ま
ち
を
支
え
る
人
た
ち

今
市
在
住 

髙た
か
の野 

水み
ず
き季（

12
）さ
ん

だ
か
ら
こ
そ
、今
日
も
走
る
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POST CARD

お手数ですが
切手を貼って

お出しください。

8 8 9 1 9 9 5

（
切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
）

氏　名
フリガナ

ご住所

電　話 （　　　　　　）　　　　　ー

年　齢 性　別 男 ・ 女

三股町役場　総務課
秘書広報係 行

2026.８　vol.672

わが家の一番星わが家の一番星
板い

た
ご
え越

　
　
蘭ら

ん

ち
ゃ
ん

令
和
７
年
７
月
２
日
生
ま
れ（
１
歳
）

板
越
大
晟
さ
ん・葵
さ
ん
の
長
女

わ
が
家
の
姫
♥
颯
我
、
椿
稀
と
一
緒
に
す

く
す
く
大
き
く
な
ぁ
れ
！ 

大
好
き
！

た
く
さ
ん
遊
ん
で
、
食
べ
て
、
す
く
す
く

育
っ
て
ね
!! 
シ
ン
グ
レ
ッ
ト
の
似
合
う

男
に
な
る
ん
だ
ァ
〜
!!

竹た

け

だ田
　
展て

く巧
ち
ゃ
ん

令
和
６
年
12
月
27
日
生
ま
れ（
１
歳
）

竹
田
展
大
さ
ん・悠
里
さ
ん
の
長
男

大人も一緒に「食育」
健康バランス食実践のために

旬の食材はおいしい！栄養
価が高い！安い！といいこ
と尽くしです。旬の食材を
使った健康バランス食を紹
介します。ご家庭での献立
にご利用ください。

いきいき
げんき！
毎月19日は
食 育 の 日

町の栄養士から

問い合わせ：町健康管理センター  ☎ 52 − 8481

８月の旬の食材
・大葉  ・ショウガ
・ズッキーニ
・ナス
・トマト
※材料は全て 1 人分です

銃剣道は迫力がある! 見応えがあ
る! 早くリハーサル大会が開催され
ないかな! そんなことを考えなが
ら、校了日を迎えています。取材を
前に、動画配信サイトで試合の様子
を見てみたり専門誌で調べたりし
ましたが、実際に稽古の様子を見る
とまるで迫力が違い、撮影しながら
ついつい見入っていました▼さて、
紙幅の都合上掲載できませんでし
たが、昭和54年（1979年）11月号
の広報みまたには同年に開催され
た宮崎国体の様子が掲載されてい
ます。都城市営野球場を中心に開催
された軟式野球。町旭ヶ丘運動公園
野球場でも試合が行われたようで
す▼前回大会から48年ぶりの開催
となる、令和9年の国スポ。リハー
サル大会も含め、熱気あふれる試合
を通じて、武道・銃剣道の魅力に触
れてみてはいかがでしょうか。

茶じょけ

発行・編集／三股町  総務課
〒889-1995
宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL 0986-52-1111（代表） 
FAX 0986-52-4944
町公式URL
https://www.town.mimata.lg.jp
町FacebookURL
https://www.facebook.com/mimatatown

令和８年８月１日号No.672

わが家の一番星 
町のLINE公式アカウントからお申し込みください。トー
ク画面で「一番星」とメッセージを送信すると、申込フォー
ムの案内メッセージが表示されます。

ん
じ
ゃ
様

〒
８
８
９

―

１
９
０
１ 

宮
崎
県
北
諸
県
郡
三
股
町

大
字
樺
山
４
４
２
１
番
地
22（
JR
三
股
駅
隣
）

☎
０
９
８
６（
52
）３
１
３
１

営
業
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

定
休
日
／
毎
週
木
曜（
祝
日
を
除
く
）

http://mimatan.com

三
股
町
物
産
館
よ
か
も
ん
や　
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

だ
よ
り

No.166

❺❺

（申込者多数により、申し込みを一時停止する場合があります）
町のLINE

公式アカウントはこちら

問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎52-1113（直通）
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★総エネルギー　736㌔㌍　塩分：1.8㌘

❶❶

❷❷
❸❸

❹❹

最新のイベント情報は、「よかもんや」公式サイトか
インスタグラムでご確認ください。

イベント
出店情報

本
年
５
月
、
創
業
１
３
０
年
と
い
う

大
き
な
節
目
を
迎
え
た
有
限
会
社
宮み

や
ざ
き崎

上か
み
み
ず
え
ん

水
園
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
と
と

も
に
歩
み
、
お
茶
づ
く
り
を
続
け
て
き

た
老
舗
製
茶
園
で
す
。
看
板
商
品「
バ

イ
オ
茶
」は
、
社
長
・
上か

み
み
ず水

漸す
す
む

さ
ん
の

「
夏
場
の
お
茶
離
れ
を
何
と
か
し
た
い
」

と
い
う
熱
い
思
い
か
ら
生
ま
れ
、
本
年

で
誕
生
40
年
を
迎
え
ま
す
。
微
粉
末
茶

「
颯
々
」
は
、
米
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
関
連

パ
ー
テ
ィ
ー
の
メ
ニ
ュ
ー
に
採
用
さ

れ
た
ほ
か
、
災
害
食
大
賞
優
秀
賞
を
受

賞
す
る
な
ど
、
国
内
外
で
高
い
評
価
を

受
け
て
い
ま
す
。「
急
が
ず
、
休
ま
ず
、

怠
ら
ず
」を
信
条
に
、
お
客
さ
ま
を
第

一
に
歩
み
続
け
て
き
た
思
い
は
、
娘
の

文ふ
み
こ子
さ
ん
へ
受
け
継
が
れ「
小
規
模
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
、
お
客
さ
ま
を
裏
切

ら
な
い
お
茶
づ
く
り
を
続
け
た
い
」と

話
し
ま
す
。
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
た

「
バ
イ
オ
茶
の
日
」の
感
謝
祭
は
、８
月

９
日（
日
）か
ら
11
日（
火
・
祝
）ま
で

の
３
日
間
開
催
。
１
３
０
年
受
け
継
が

れ
て
き
た
伝
統
と
挑
戦
の
味
を
、
こ
の

機
会
に
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

●
８
月
10
日
は「バ

イ
オ
茶
」の
日

❶ 主食 /白ごはん
243㌔㌍　塩分０㌘
材　料　�ごはん…150㌘

❷ 主菜 /ふわふわ豆腐揚げ
298㌔㌍　塩分 0.8㌘
材　料　�木綿豆腐…80㌘、薄力粉…20㌘、納豆…20㌘、大

葉…2 枚、ショウガ…5㌘、揚げ油…適量、ポン酢…
小さじ 2

作り方	 ①�豆腐はボウルに入れ、泡立て器で混ぜ、薄力粉も
加えて粉っぽさがなくなるまでよく混ぜる。

	 ②大葉とショウガは千切りにする。
	 ③①に納豆と②を加え混ぜる。
	 ④ �170 度に熱した油に３をスプーンですくって入

れ、両面をこんがりと揚げる。
	 ⑤好みでポン酢をつけていただく。

❸ 副菜 /ズッキーニのチーズ焼き
110㌔㌍　塩分 0.9㌘
材　料　�ズッキーニ…50㌘（1/3 本）、トマト…70㌘（1/3

個）、ナス…30㌘（1/3 本）、塩…小さじ 1/10、黒
コショウ…少々、オリーブ油…小さじ 1、とろける
チーズ…15㌘、パセリ…少々

作り方	 ①ズッキーニ、トマト、ナスは８㍉幅に切る。
	 ②�耐熱皿に①の野菜を交互に重ねるように並べ、

全体にオリーブ油を回しかけ、塩と黒コショウ
をふる。上にチーズをのせる。

	 ③ 220 度に熱したオーブンで８分ほど焼く。
	 （または、オーブントースターで約 10 分）
	 ④パセリのみじん切りをふる。

❹もう一品 /水ようかん（作りやすい分量）
85㌔㌍　塩分0.1㌘（６等分した１切分）
材　料　�粒あん…250㌘、粉寒天…4㌘（1袋）、水…500㍉㍑
作り方	 ①�水と粉寒天を鍋に入れ、混ぜながら中火で加熱す

る。沸騰してきてから２分間加熱する。
	 ②�火からおろし、粒あんを混ぜる。なべ底を冷やし

ながら全体がトロっとなるまで混ぜる。
	 ③�タッパーなどに流し入れ、冷蔵庫に入れ冷やし固

める。

写真左から、
娘の文子さん、上水漸社長
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